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硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
4
年
度
第
55

回
目
秋
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
作
品
の
発
表
】
11
月
9
日
号

応
募
締
切
：
10
月
31
日
（
木
）
必
着

【
お
知
ら
せ
】
２
０
２
４
年
度
は
各
課
題
に
対
し

選
考
作
品
の
発
表
は
1
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
2
回
目
の
選
考
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

●
幼
児
の
部

　

マ
ス
の
中
い
っ
ぱ
い
に
、
堂
々
と
大
き
な
字

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

姿
勢
を
正
し
、
鉛
筆
を
し
っ
か
り
持
っ
て
力

強
い
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

点
画
が
マ
ス
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
、
文

字
の
大
き
さ
に
気
を
付
け
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

は
ら
い
や
は
ね
の
方
向
に
気
を
付
け
、
最
後

の
一
文
字
ま
で
丁
寧
に
書
き
ま
す
。

●
中
学
の
部

　

文
字
の
間
を
詰
め
す
ぎ
な
い
、
行
頭
の
揃
え
な

ど
に
注
意
を
払
い
ま
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

中
心
線
か
ら
離
れ
ず
、
柔
ら
か
く
流
れ
の
あ

る
丁
寧
な
書
き
表
し
に
よ
り
全
体
的
に
ゆ
と
り

の
あ
る
表
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

応
募
規
定

 　
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.nyseikatsu.com

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

（info@nyseikatsu.com

）
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
）。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

協賛：米国ゼブラ社

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
全
日
課

程
幼
児
ク
ラ
ス
で
は
８
月
29
日

に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新

入
学
児
童
を
迎
え
て
入
学
・
始

業
式
が
行
わ
れ
た
。
た
く
さ
ん

の
新
し
い
友
達
に
囲
ま
れ
、
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
入
学
式

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
和
田
幸
子
幼
稚
園
部
部
長
）

は
８
月
25
日
、
幼
稚
部
で
毎
年

恒
例
の
す
い
か
割
り
・
水
遊
び

大
会
を
開
催
し
た
。
年
中
・
年

長
に
分
か
れ
、
子
供
た
ち
は
一

人
ず
つ
バ
ッ
ト
を
握
り
、
目
隠

し
を
し
て
、
慎
重
に
す
い
か
へ

と
歩
み
寄
っ
た
。
周
り
の
応
援

も
賑
や
か
に
「
前
！
前
！
右
！

右
！
ち
ょ
っ
と
左
！
」
な
ど
の

か
け
声
が
飛
び
交
い
、
す
い
か

に
当
た
る
と
ワ
ー
ッ
と
歓
声
が

上
が
っ
た
。
子
ど
も
の
力
で
は

な
か
な
か
割
れ
な
い
す
い
か

に
、最
後
は
保
護
者
も
加
わ
り
、

見
事
す
い
か
割
り
に
成
功
。
子

ど
も
た
ち
は
真
っ
赤
な
す
い
か

に
か
ぶ
り
つ
き
、
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。
そ
の
後
は
、
お
水
運

び
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、

お
も
ち
ゃ
の
魚
を
使
っ
た
金
魚

す
く
い
、
水
鉄
砲
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
水
遊
び
で
盛
り
上
が
っ

た
。
先
生
た
ち
と
水
を
か
け
合

い
、
子
ど
も
た
ち
の
無
邪
気
な

声
が
響
き
渡
る
、
夏
の
楽
し
い

一
日
と
な
っ
た
。

で
子
ど
も
達
は
少
し
緊
張
し
た

面
持
ち
だ
っ
た
が
、
自
分
の
名

前
が
呼
ば
れ
る
と
う
れ
し
そ
う

に
返
事
を
し
て
い
た
。
在
校
生

は
「
み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ぼ
う

ね
」、
校
長
は
「
お
話
を
よ
く

聞
い
て
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉

を
送
り
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ「
世
界
中
の
子
ど
も
達
が
」

が
紹
介
さ
れ
た
。
式
の
最
後
の

集
合
写
真
で
は
、
一
人
一
人
が

ユ
ニ
ー
ク
な
表
情
で
記
念
と
な

る
１
枚
を
お
さ
め
て
い
た
。

　

同
校
は
一
昨
年
か
ら
ネ
イ
テ

ィ
ブ
の
教
員
に
よ
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ

て
保
護
者
か
ら
好
評
を
得
て
い

る
。
幼
児
期
に
必
要
な
日
本
語

の
基
礎
を
確
立
し
な
が
ら
、
早

い
時
期
か
ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英

語
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
耳
を

鍛
え
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身
に
つ
く
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
保
育
後
６
時
ま
で
の
お
預

か
り
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
プ
リ
Ｋ

ま
で
の
生
徒
は
超
過
料
金
が
な

く
、
働
く
保
護
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
る
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

入
学
・
始
業
式
行
う

プリンストン日本語学校　
すいか割り

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
の

中
等
部
で
は
、
8
月
16
日
に

Global Kids Judo Network 

の
代
表
、
石
川
慈
（
め
ぐ

み
）
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
安

定
よ
り
挑
戦
！Nothing is 

Impossible!!

」
と
題
し
た
講

義
が
行
わ
れ
た
。

　

石
川
さ
ん
は
、
柔
道
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
本
気
で
努

力
し
た
自
身
の
経
験
に
つ
い

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
に
勝
利
す
る
も
最
終
選
考

で
敗
戦
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
夢

を
絶
た
れ
た
こ
と
や
、
現
在
シ

カ
ゴ
で
新
た
な
挑
戦
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
こ
と
。
ま
た
、
自
身

の
経
験
を
勉
強
に
置
き
換
え
な

が
ら
「
挑
戦
す
る
こ
と
を
た
め

ら
わ
な
い
」こ
と
と
同
時
に「
海

外
で
生
活
で
き
て
い
る
特
別
な

時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。
講
義
後
に
は
柔
道

の
技
を
披
露
し
、
一
流
選
手
の

技
に
生
徒
は
圧
倒
さ
れ
た
様
子

だ
っ
た
。
寝
技
で
の
抑
え
込
み

な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
生

徒
は
終
始
楽
し
そ
う
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
生
徒
は
「
自
分
が

や
り
た
い
と
か
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
諦
め

ず
に
進
ん
で
取
り
組
む
こ
と
の

大
切
さ
を
今
日
改
め
て
感
じ

た
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
た
。

柔
道
の
心

石
川
さ
ん
語
る

中
等
部
教
育
講
演
会
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